＜大阪府指定文化財　有形文化財（建造物）＞
	名　称
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(すみよし),住吉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(たいしゃ),大社)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せっしゃ),摂社)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しが),志賀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゃほん),社本)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でん),殿)　木造、三間社流造、見世棚、本瓦葺、建築面積8.6㎡
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せっしゃ),摂社)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わかみや),若宮)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はちまん),八幡)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぐうほん),宮本)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でん),殿)　木造、一間社切妻造、本瓦葺、建築面積5.8㎡
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おぶんこ),御文庫)　土蔵造２階建、本瓦葺、建築面積28㎡

	員　数
	１件（３棟）

	所在地
	大阪市住吉区住吉２―９―８９

	所有者
	宗教法人　住吉大社

	年　代
	志賀社本殿　17世紀後期、昭和38年（1963）移築
摂社若宮八幡宮本殿　文化７年（1810）頃
御文庫　享保８年（1723）頃／江戸末期改修、昭和前期移築

	説　明
１　住吉大社の概要・沿革
　住吉大社は大阪市住吉区に所在する、全国にある住吉神社の総本社である。摂津国一宮としても知られ、近代の旧社格制度のもとでは官幣大社に位置付けられた。その起源は奈良時代以前に遡り、４棟の本殿は天平３年（731）の奥書を持つ『住吉大社神代記』（註１）に見られ、祭神は住吉三神（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そこ),底)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つつのおの),筒男)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこと),命)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なかつつのおの),中筒男)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこと),命)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うわ),表)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つつのおの),筒男)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこと),命)）とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐう),功)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうごう),皇后)である。
住吉大社の境内の造営は、奈良時代以前より幾多も行われたと伝わるが、近世期には、豊臣家、徳川家等によって数多くの造営がなされた。主要なものとして、豊臣秀頼による慶長11－12年（1606－1607）の造営、徳川秀忠による元和３－４年（1617－1618）の遷宮に伴う大規模修理、徳川家綱による承応４年（1655）の遷宮に伴う造営、享和２年（1802）の本宮全焼に伴う文化７年（1810）の造営等が挙げられる。近代に入り、明治維新後の社寺領上地や廃仏毀釈によって明治６年（1873）には神社境内の中に存在した「神宮寺」は取り壊され（註２）、その跡地に参集所や神楽殿等の造営が行われた。
現在の境内は、中心部に第一本宮から第四本宮を配した「本宮域」、その北側に近代以降整備された「社務所域」、さらにその北側には摂社大海神社を中心とした「大海神社域」、境内の南側に大正天皇の即位を記念して整備された神館を中心とした「神館域」の大きく四区画で構成されている。
この境内には国宝の本殿４棟や重要文化財に指定されている摂社大海神社本殿等、近世期に造営された建物も残るが、近代以降に造営された建物も多く、近世・近代の建物が混在し境内景観を構成している（註３）。
また境内の建物の全体的な特徴として、本殿と同様、住吉造に準じている社殿が点在している点である。本殿は、瑞垣と荒垣に囲まれた中に建ち、妻入式の切妻造の直線的な屋根、室内は外陣と内陣の二間に分け、内陣をやや高くして床を張り、外陣正面と内外陣境に板扉を設ける。柱は丹塗、壁は胡粉塗とし、屋根棟頂には堅魚木と千木を置く。同様の形式を住吉大社摂社大海神社本殿は有しているが、その他、妻入切妻造で柱は丹塗、壁は胡粉塗としている住吉造に準じているとされる一間社程度の小ぶりな社殿が、境内には７棟あり統一感のある賑やかな景観を生み出している（註４）。
なお今回の指定候補とする建物は、「本宮域」と「大海神社域」に残る、近世期に造営が行われたものであり（註５）、いずれも国の登録文化財（建造物）に登録されている。
２　指定候補の建造物
（１）摂社志賀社本殿
摂社志賀社本殿は、大海神社域である住吉大社摂社大海神社本殿の南側に西面して建つ。大海神社域は、本殿群は宝永５年（１７０８）、西門は江戸初期に遡ることが知られ、国宝本殿よりも古い遺構が残っている。摂社志賀社本殿は、福岡市東区志賀島の志賀海神社が本社であり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたつみ),海神)三神を祀る。
構造形式は、三間流造、見世棚、本瓦葺の社殿である。規模は桁行2.730m（9.01尺）、梁間1.30m（4.31尺）、庇出1.146m（3.78尺）である。住吉大社の摂末社社殿の多くが、住吉造を彷彿させる切妻造の小規模な一間社であるのに対し、境内唯一の三間流造であり、これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたつみ),海神)三神を祀ることに依拠しており、また航海信仰の大海神社域内を示す上でも大きな特徴である。
亀腹基壇上に丸柱を立て、腰貫、頭貫で固め、切目長押、内法長押をうち、組物は大斗肘木とし、中備は配さない。妻は虹梁大瓶束として大斗肘木で棟を受ける。軒は一軒の繁垂木として、正面柱間には方立を入れ、板扉を嵌める。身舎正面側に切目縁を回して、組高欄を置き、見切りには脇障子を建てる。拝み、下り懸魚は猪の目懸魚とする。庇柱は角柱で、中央２本の柱上に出三斗、両端柱上に連三斗を配す。庇下正面には木階五級を置くが、浜床は設けない。本宮本殿と同様、柱などの軸部は丹塗、壁は胡粉塗りとする。
建築年代は、宝永年間の造営の事前調査のために作られたと伝わる元禄期（1688－1703）の『住吉松葉大記』間数部（註６）に記された当本殿の規模が現状と一致していることから、宝永５年（1708）の大海神社本殿より古く、少なくとも元禄期以前には存在していたと考えられる。また、承応２年（1653）の『摂津国住吉社絵図』（註７）においても同様の三間社が描かれていることや、妻虹梁や海老虹梁が渦巻きの浅い円形渦紋、向拝の虹梁型頭貫は木瓜型の渦紋であることなど、細部様式から判断しても17世紀後期頃とするのが妥当である（註８）。住吉大社境内には本殿のほか摂社末社を含め社殿が13棟あるが、多くが江戸後期から近代にかけて造営されたものであることから、摂社志賀社本殿はこれらの中で最古級（註９）の社殿であるといえる。なお『摂津国住吉社絵図』より元は大海神社北西に位置していたが、昭和38年（1963）に現地へ移築され、平成24年（2012）に屋根修理及び塗装工事が行われている。
（２）摂社若宮八幡宮本殿 
住吉大社境内摂社の一つである若宮八幡宮本殿は、本宮城の南東に隣接し西面して建つ、第四本宮の祭神である神功皇后の御子にあたる応神天皇を祀る摂社である。境内の摂末社には江戸時代以降も位置を変えているものが多いが、当社殿は江戸時代を通じて位置を変えることなく祀られてきた。
構造形式は、一間社、切妻造、妻入、本瓦葺である（註１０）。規模は、桁行2.381m（7.86尺）、梁行1.895m（6.25尺）である。正面、奥行きともに一間の小社でありながら、前面に五級の木階を備え、直線の屋根、豕扠首や懸魚の形は本宮本殿と同じである。本殿の内部は板扉で仕切り二室とし（註１１）、その内陣扉には金地に松と白い鳩を描いた極彩色を施している。本宮本殿と同様、柱などの軸部は丹塗、壁は胡粉塗りとする。全体として住吉造に準じた構造形式である。敷地内には、先述した通り同様の住吉造に準じた社殿が点在するが、摂社と末社を比較すると末社の方が、外陣扉の無いものや内陣が分かれていないものも多く、摂社の方がより住吉造に準じていると言える。その他の類例としては、摂社船玉神社が挙げられるが明治期の建造となる。
建築年代は、享和2年(1802) の火災後に再建されたものであり、「文化の造営」で再建されている可能性が高いことから文化７年（1810）頃とする。現在の遺構は、明治初期の『摂津国住吉社境内絵図』（註１２）に記された規模と一致しており、さらに元禄期の『住吉松葉大記録』間数部に記された規模とも一致している。また承応２年の『摂津国住吉社絵図』にも同規模の社殿が確認される。つまり、文化７年頃の造営で、少なくとも江戸中期頃の規模を踏襲して再建されたことが確認できる（註１３）。さらに、扉絵については太田南畝の『葦の若葉』（享和元年）に、延享４年（1747）に杉森由泉によって松と鶴の扉絵が描かれていることが記載されているが、現在の社殿には松と白い鳩４羽が描かれ「友寛斉蘭渓謹書」の落款が残る。再建時に、同様なモチーフの扉絵で復する方針が窺える（註１４）。また、『摂津国住吉社境内絵図』に鳥居の記載がみられることや「官幣大社住吉神社境内地及建造物実測図」に玉垣が描かれており、「住吉松葉大記」間数部に記載されている当初の姿を目指し、旧規に基づき再現したことが窺える。
（３）御文庫
文庫は本宮域の北側、住吉神宮寺跡に近接する。享保８年（1727）に大坂、京都、江戸の本屋仲間（註１５）の書肆20名が、住吉大社に出版物を納める「蔵」を寄進する発願書を出したことが契機となり建築された。
神社の御文庫は、神社内で必要な文献等を保管するのが一般的であるが、御文庫では版元から多くの書籍が奉納され、それを一般にも公開したことから大阪最古の図書館とも称される。御文庫の建立後、蔵の運営管理を担う「住吉御文庫講」が結成され、奉納本の虫干しや蔵書の点検修理、目録の作成などを行った。明治43年（1910）には、享保15年（1730）に結成された「天満宮御文庫講」（註１６）と合併し「大阪書林御文庫講」となり、その活動は現在まで引き継がれている。
構造形式は、土蔵造、二階建て、寄棟造、本瓦葺である。漆喰壁で海鼠壁の腰を持つ。一階は北側側面に１ヶ所、二階は南北両側面に２ヶ所、八角に縁取りした鉄扉を持つ丸窓を配する（註１７）。正面扉には唐破風の庇が掛かる。庇柱は面取角柱であり、庇柱間には虹梁形頭貫、身舎付柱と庇柱には、頭貫を通してこれを固める。柱上には大斗肘木を置き、正面は中備に蟇股を置いて、虹梁を架け、側面は菖蒲桁を架ける。虹梁中央上部には笈形付大瓶束を立て、化粧棟木を受ける。庇は全面塗籠としている。この唐破風は、御文庫建立発願文に描かれている図や虹梁の絵様より、江戸時代末期に後補されたものと推定される。内部は南西隅に階段を置き、小屋組みは柱上部に梁を架け、その上に束を立てて棟木、隅木を受ける。
御文庫の建築年代は、江戸時代中期の絵図『摂津国一之宮住吉大神宮境内之絵図』に「文庫桁行三間梁行二間瓦葺」と享和４年（1804）の「住吉大社建物配置図（享和焼失図）」により享和の火災を免れていることが分かり、享保８年の発願から程なく建立され、現在に至っていると考えられるため、享保８年頃とする。なお、当初の建築位置は現在よりも、約30ｍ西の第二本宮北側であったが、昭和前期に現在地に移築されている。近年では平成23年に修理が行われている。
　
３．評価
以上のように住吉大社境内に残る近世期に造営された摂社格の社殿２棟と、出版業者による造営と管理運営が特徴的な御文庫という歴史的建物群についてみてきた。
住吉大社摂社志賀社本殿は、重要文化財である大海神社の社殿域で祀られてきた摂社である。境内唯一の三間社流造である点に大きな特徴があり、住吉大社の航海信仰を捉えることができる建築でもある。また境内の社殿の中で最古級であることも、大阪を代表する住吉大社の境内遺構として貴重である。
摂社若宮八幡宮本殿は、住吉造に準じた構造形式をもつ一間社であり、住吉大社本宮域における摂社の古式を残す貴重な遺構である。
　御文庫は、本屋仲間による寄進によって建てられ、所蔵書を一般へ公開した点、「住吉御文庫講」という地域組織が今もなお蔵書の運営管理を担っているという点は、府内には現存する類例はなく、享保年間に建立された府内でも極めて希少な江戸時代の文庫である。建築としても、窓の斬新な意匠や、江戸時代末期の改修であるが、重厚な唐破風に飾られた表構えなど、大阪を代表する文庫として強い存在感を放っている。
以上のように、上記３棟は住吉大社境内に残る江戸中期から後期にかけての、境内を構成する特色のある歴史的建造物である。住吉大社は、戦火等に伴う整備や遷宮などで度重なる造営を行っており、また近代期には廃寺となった神宮寺跡地への造営といった変遷もある。そのような中で上記に挙げた３つは、移築などがされながらも古来の住吉大社の航海信仰であったり、古式な住吉造に準じた社殿の様相であったり、また大阪最古の図書館というシンボル的な存在として、住吉大社の境内を国指定文化財と共に形成する重要な歴史的建造物である。以上よりこれらは、大阪府を代表する神社である住吉大社において、高い歴史的価値を有することから、総じて大阪府指定文化財としてふさわしい。
【註】
（註１）住吉大社の由来について述べた古典籍で、「住吉神代記」として国の重要文化財にも指定される。
（註２）取り壊しではなく移築若しくは売却されたものもあり、その例として、神宮寺の護摩堂は住吉大社末社招魂社本殿として境内北東に移築、神宮寺の西塔は切幡寺大塔として移築され、それぞれ重要文化財指定となっている。
（註３）境内の建造物で国指定、もしくは国登録文化財になっているものは表１の通りである。
国指定の建造物は18棟、国登録文化財の建造物・工作物は、今回の府指定候補３棟を含む建造物28棟と、鳥居などの工作物７基それぞれ28棟、７基である。また境内は大阪市指定「住吉大社境内」として大阪市の史跡指定とされる。
表１　住吉大社の文化財（建造物）一覧（建築年代は文化財データベースを参照、年代順）
建造物名
員数
形式
国宝
（４棟）
住吉大社本殿　第1殿
１棟
住吉造、桧皮葺
住吉大社本殿　第２殿
１棟
住吉造、桧皮葺
住吉大社本殿　第３殿
１棟
住吉造、桧皮葺
住吉大社本殿　第４殿
１棟
住吉造、桧皮葺
重要文化財
（14棟）
住吉大社摂社大海神社本殿
１棟
住吉造、桧皮葺  
住吉大社　南門
１棟
四脚門、切妻造、本瓦葺
住吉大社　東楽所
１棟
桁行十一間、梁間二間、一重、東面入母屋造、西面切妻造、本瓦葺
住吉大社　西楽所
１棟
桁行五間、梁間二間、一重、西面入母屋造、東面切妻造、本瓦葺
住吉大社　石舞台
１棟
石造桁橋及び石造高舞台、木造高欄付
住吉大社　幣殿及び渡殿（第一殿）
１棟
桁行5間、梁間2間、一重、切妻造、正面千鳥破風・軒唐破風付、桧皮葺
住吉大社　幣殿及び渡殿（第二殿）
１棟
幣殿：桁行2間、梁間1間、両下造、桧皮葺、鳥居付き
渡殿：桁行3間、梁間2間、一重、切妻造、正面千鳥破風・軒唐破風付、桧皮葺
住吉大社　幣殿及び渡殿（第三殿）
１棟
幣殿：桁行2間、梁間1間、両下造、桧皮葺、鳥居付き
渡殿：桁行3間、梁間2間、一重、切妻造、正面千鳥破風・軒唐破風付、桧皮葺
住吉大社　幣殿及び渡殿（第四殿）
１棟
幣殿：桁行2間、梁間1間、両下造、桧皮葺、鳥居付き
渡殿：桁行3間、梁間2間、一重、切妻造、正面千鳥破風・軒唐破風付、桧皮葺
住吉大社摂社大海神社　幣殿及び渡殿
１棟
幣殿：桁行2間、梁間1間、両下造、桧皮葺、鳥居付き
渡殿：桁行3間、梁間2間、一重、切妻造、正面千鳥破風・軒唐破風付、桧皮葺
住吉大社摂社大海神社　西門
１棟
四脚門、切妻造、本瓦葺
住吉大社　南高蔵
１棟
桁行3間、梁間3間、板倉、寄棟造、本瓦葺
住吉大社　北高蔵
１棟
桁行3間、梁間3間、板倉、寄棟造、本瓦葺
住吉大社末社　招魂社（旧護摩堂）
１棟
桁行3間、梁間3間、一重、入母屋造、向拝1間、本瓦葺
国登録文化財
（28棟５基）
住吉大社神館
１棟
木造平屋建、銅板葺
住吉大社摂社志賀神社本殿
１棟
三間社流造、見世棚、本瓦葺
住吉大社摂社若宮八幡宮本殿
１棟
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
住吉大社摂社船玉神社本殿
１棟
一間社、切妻造檜皮葺妻入、住吉造に準じる
住吉大社末社侍者社本殿
１棟
一間社、入母屋造、檜皮葺、
住吉大社末社侍者社拝所・神饌所
１棟
桁行六間梁間三間、切妻造銅板葺妻入
住吉大社末社楠珺社本殿
１棟
一間社、切妻造銅板葺妻入、住吉造に準じる
住吉大社末社楠珺社拝殿
１棟
切妻造平入、入母屋造妻入
住吉大社末社龍社本殿
１棟
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
住吉大社末社立聞社本殿
１棟
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
住吉大社末社貴船社本殿
１棟
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
住吉大社末社后土社本殿
１棟
一間社、切妻造桟瓦葺妻入、住吉造に準じる
住吉大社末社五社本殿
１棟
五間社流造、本瓦葺
住吉大社南絵馬殿
１棟
桁行三間梁間一間、切妻造本瓦葺、吹放ち形式
住吉大社北絵馬殿
１棟
桁行三間梁間一間、切妻造本瓦葺、吹放ち形式
住吉大社五月殿
１棟
桁行三間梁間二間、切妻造本瓦葺、吹放ち形式
住吉大社神馬舎
１棟
桁行二間梁間三間、切妻造本瓦葺妻入
住吉大社南手水舎
１棟
桁行一間梁間一間、入母屋造本瓦葺、吹放ち形式
住吉大社斎館
１棟
桁行七間梁間五間半、入母屋造本瓦葺
住吉大社御文庫
１棟
土蔵造2階建、本瓦葺
住吉大社幸寿門
１棟
切妻造銅板葺、四脚門、間口4.6m
住吉大社幸福門
１棟
切妻造銅板葺、四脚門、間口4.5m
住吉大社南瑞籬門
１棟
切妻造銅板葺、四脚門、間口4.4m
住吉大社北瑞籬門
１棟
切妻造銅板葺、四脚門、間口4.4m
住吉大社神館西門
１棟
切妻造本瓦葺、四脚門、間口4.5m
住吉大社南中門
１棟
切妻造本瓦葺、四脚門、間口5.3m
住吉大社摂社大海神社南小門
１棟
切妻造本瓦葺、棟門、間口2.6m
住吉大社摂社大海神社北小門
１棟
切妻造本瓦葺、棟門、間口2.6m
住吉大社西大鳥居
１基
石造、間口6.1m、高さ6.4m
住吉大社南大鳥居
１基
石造、間口5.7m、高さ6.4m
住吉大社北大鳥居
１基
石造、間口5.7m、高さ6.5m
住吉大社角鳥居
１基
石造、間口4.0m、高さ4.1m
住吉大社南脇参道角鳥居
１基
石造、間口4.6m、高さ5.1m
住吉大社北脇参道角鳥居
１基
石造、間口4.6m、高さ5.0m
住吉大社摂社若宮八幡宮鳥居
１基
石造、間口2.0m、高さ2.3m
（註４）文化財データベース及び報告書に、住吉造に準じるとされている。本殿以外の住吉造、また準じたものの詳細は表２のとおり。
（註５）奈良時代には式年造替の記録があり永享六年（1434）まで確認されるが、その後中世においては修繕などが行われた記録にとどまっている。慶長の造営では、石山合戦で焼失した本殿の他、御旅所、神宮寺の門、東西塔、鳥居等、境内を構成する建造物を数多く造営している。文化の造営では、現在の本宮４棟等が古式に基づき造営された。
（註６）「住吉松葉大記」とは、元禄15年に住吉郡の郡吏である遠藤新兵衛と萬年長十郎の両名が住吉神社の破損状況を検分したが、それに際し神主津守国教が神社・仏閣・門・塀・瑞牆・橋梁などの尺度を記録させていたものを、梅園惟朝が松葉大記に収録したものという。国重要文化財「住吉大社」の附にも指定される。宝永造営以前、つまり承応年間に行われた造営、または一部はそれ以前の境内の様子を示している可能性があるとされる。
（註７）『摂津国住吉社境内絵図』（京都府立京都学・歴彩館）は、承応２年（1653）の年紀をもち、江戸幕府の京都大工を務めた中井家に伝来した指図の一つである。
（註８）一般的に虹梁の絵様については、「江戸時代初期は渦、若葉ともに彫りが浅く、幅は狭い。そして渦は円形に近く、若葉は簡単である。前期以降、次第に彫りは深く、幅も広くなっていき、しのぎが目立つようになる。そして渦は楕円状につぶれ、木瓜がつく例もみられ、若葉は長く延び、華やかさを増してくる」（「近世社寺建築の手びき : みかたと調べかた」参照）とされている。
（註９）境内の中で最も古い社殿は、重要文化財に指定されている招魂社本殿であるが、もとは社殿ではなく仏殿（護摩堂）である。なお、その他の社殿の建築年代については、以下表にてまとめる。
　　表２　住吉大社境内内社殿の建築年代表と形式（建築年代は文化財データベースを参照、年代順）
社殿名称
建築年代
形式
国指定／国登録
住吉大社末社　招魂社（旧護摩堂）
元和５年（1619）
桁行三間、梁間三間、一重、入母屋造、向拝一間、本瓦葺
国重文
住吉大社摂社志賀神社本殿
17世紀後期（1650以降）
三間社流造、見世棚、本瓦葺
国登録
住吉大社摂社大海神社本殿
宝永５年（1708）
住吉造、檜皮葺
国登録
住吉大社本殿（第１殿から第４殿）
文化７年（1810）
住吉造、檜皮葺
国宝
住吉大社末社侍者社本殿
文政5年（1822）
一間社、入母屋造、檜皮葺、
国登録
住吉大社末社侍者社拝所・神饌所
文政5年（1822）
桁行六間梁間三間、切妻造銅板葺妻入
国登録
住吉大社末社立聞社本殿
文政11年（1828）
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
国登録
住吉大社摂社若宮八幡宮本殿
江戸後期
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
国登録
住吉大社末社龍社本殿
江戸後期
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
国登録
住吉大社末社貴船社本殿
江戸後期
一間社、切妻造本瓦葺妻入、住吉造に準じる
国登録
住吉大社末社后土社本殿
江戸後期
一間社、切妻造桟瓦葺妻入、住吉造に準じる
国登録
住吉大社摂社船玉神社本殿
明治前期
一間社、切妻造檜皮葺妻入、住吉造に準じる
国登録
住吉大社末社楠珺社本殿
昭和29年（1954）
一間社、切妻造銅板葺妻入、住吉造に準じる
国登録
住吉大社末社楠珺社拝殿
昭和31年（1956）
切妻造平入、入母屋造妻入
国登録
住吉大社末社五社本殿
昭和39年（1964）
五間社流造、本瓦葺
国登録
（註10）明治11年に大久保利通によって、檜皮葺きから瓦葺にするように文書（「末社屋根替之伺」）が出ていることから、以後本瓦葺きにしたと考えられる。
（註11）当社殿の内部は、元は一室であった。宝永造営の結果を示す資料である『摂州住吉社御造営記』（宝永5年(1708)）には「是迄扉一重ニ而狗犬置場無之、順=付今度内扉出来」とあり、この時内外陣に分けられたと考えられる。
（註12）『葦の若葉』には、「若宮八幡の宮あり、神前の扉に松と鶴を画きて錠を下せり、延享四丁卯七月吉旦、泉州堺の住画工杉森由泉筆とあり」と記載されている。
（註13）『住吉松葉大記録』 間数部には、「一 八幡社 杼葺 桁行七尺八寸 六尺二寸 軒高自礎九尺一寸五分」と、明治初期の『摂津国住吉社境内絵図』には「桁行七尺八寸 六尺二寸」とあって一致している。またこの数値は現状とも一致している。『摂津国住吉社境内絵図』は、明治期の廃仏毀釈後の絵図とされる。
（註14）『摂津国一之宮住吉大神宮境内之絵図』は、東を上にして中央に本社四社が配される境内全域の絵図となる。御文庫が描かれていることから、享保８年以降の制作とされる。
（註15）大阪の商業出版は17世紀中期頃から始まり、井原西鶴や近松門左衛門などによってベストセラーが生み出され活発な活動となっていく。一方で、海賊版の刊行が相次いでいたことから、本屋間で自主的に規則を作って監視する「本屋仲間」の体制を作ったことが知られ、大阪にも「大坂本屋仲間」が組織された。
（註16）住吉大社の御文庫の類例としては天満宮御文庫があるが、天保８年（1727）に焼失している。
（註17）外観は八角に縁取った鉄扉を嵌めるが、内側から確認すると丸窓となっている。
【参考文献】
・住吉大社歴史的建造物調査委員会『住吉大社歴史的建造物調査報告書』住吉大社奉賛会2009.10
・大阪府教育委員会文化財保護課『大阪府の近世社寺建築 : 近世社寺建築緊急調査報告書』1987.3

・桜井敏雄, 多田準二『大阪府神社本殿遺構集成』法政大学出版局1983.6

・立川青裳堂書店『日本書誌学大系89-5』立川青裳堂書店2007.10

・大阪 大阪書林御文庫講　『大阪書林御文庫講創立300年』2023.09
・日本建築史研究会編『近世社寺建築の手びき:みかたと調べかた』日本建築史研究会 1983.3
【図版典拠】
写真１―６　筆者撮影
図１―10　　住吉大社歴史的建造物調査委員会『住吉大社歴史的建造物調査報告書』住吉大社奉賛会　2009.10


＜大阪府指定文化財　有形文化財（彫刻）＞　
	名　称
	　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(だいしょうしょうぐんじ),大聖勝軍寺)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(もくぞう),木造)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(しょうとくたいし),聖徳太子)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(および),及)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(に),二)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(おうじ),王子)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(りゅうぞう),立像)

	員　数
	　　３軀

	所在地
	　　八尾市太子堂3丁目3-16

	所有者
	　　宗教法人　大聖勝軍寺

	年　代
	　　12～13世紀（鎌倉時代）

	説　明
〇概要
本像は高野山真言宗に属するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょうじゅさん),椋樹山)大聖勝軍寺の平和塔（多宝塔）の本尊として安置される聖徳太子（以下、太子）像で、童子形の脇侍二像を伴う三尊から構成される。鎌倉末期成立とみられる京都府醍醐寺蔵の『聖徳太子伝記』によれば、大聖勝軍寺は太子が物部守屋との戦の際に椋の木に身を隠したことに由来し、世を治めた後にその木の周辺に伽藍を建立したとする。同寺は「下の太子」とも称し、南河内郡太子町のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えいふくじ),叡福寺)の「上の太子」、羽曳野市のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やちゅうじ),野中寺)の「中の太子」と合わせて「河内三太子」として太子ゆかりの霊場の一に数えられる。
中尊の太子像は像高95.0cm、髪際高 90.8cm(註１)で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みずら),美豆良)を結って両手で柄香炉（後補）を執る。童子形の脇侍２像は現在同寺では二王子像として、閉口するものが太子の皇子の一人であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やましろのおおえのおう),山背大兄王)、開口するものが太子の弟王であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えぐりおう),殖栗王)と伝えられる。本像の構造には平安時代後期の彫刻にみられる特徴を残すが、その作風から制作年代は鎌倉時代に入ると考えられる。
○形状・品質構造・表面彩色等について
●中尊・聖徳太子像
頭部正中で髪を左右に振り分け、美豆良を結う。目を見開き閉口する。両手はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くっぴ),屈臂)して腹前に挙げ、右手は掌を上にして持物（柄香炉、後補）の柄の端を握り、左手は五指を軽く捻じて持物の柄に添える。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ないえ),内衣)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほう),袍)、袈裟、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうひ),横被)、裳を着す。袈裟をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へんたんうけん),偏袒右肩)に着して、端を左脇にてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅたら),修多羅)で結び、端を左肘に掛ける。横被を右肩に着し、背面で袈裟の内に入れ、正面では右袖の内側を巡り垂下し、一部を右腹部で袈裟にたくし込む。沓を履き、台座（後補）上に直立する。
頭体幹部は両腕を含めて一材から彫出し、両美豆良の後ろを通る線で割矧ぐ。目は玉眼を嵌入せず、彫刻で表す。頭部は襟で割首とし、両美豆良（後補）は別材をあてる。両手先は袖口で別材をあてる（後補）。
表面彩色は黄土色の錆漆の上に白土地、その上に彩色層を施す。肉身肉色とし、着衣の各所に切金文様を配す。主な彩色と文様を挙げると、朱地の袍に切り金で二重格子の地文をあらわし、格子の内にX字の端に斜線を入れた文を施すほか、金泥でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうかもん),草花文)を描いた橙地の丸文を散らす。袈裟のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でんそう),田相)部は白地に切金で二重線と一重線を交互に配した斜め格子を表し、青、緑、赤、橙で遠山を描く。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょう),条)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よう),葉)部は金泥の二重線で区切り、紺地（か）に金泥で三鈷杵を配す。裏は橙地に現状黒色のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みふ),未敷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れんげ),蓮華)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もん),文)を散らし、縁には白地に墨で矢羽根文を描く。横被は緑地に金泥と青で卍文の変形を散らす。縁は赤地で、金泥と緑で唐草文を描く。裏は淡い緑地に橙のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もっこうかもん),木瓜窠文)を散らす。裳は紺地に切金で二重格子に斜め格子と格子を重ねて、斜め格子の接点を中心に八弁を描き入れて花文を表すほか、赤地に金泥と緑でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうそうげもん),宝相華文)を描いた丸文を散らす。
●左脇侍・伝山背大兄王像
髪を左右に振り分け、美豆良を結う。伏し目がちに開眼し、口は小さく結んで閉口する。両臂を屈臂して、左手は握り込んで持物（如意、後補）を執り、右手は掌を右に向けて五指を上に向ける。内衣・半臂・袍・袴・沓を着す。沓を履き、台座（後補）上に直立する。
頭体幹部は足先を含めて一材から彫出する。目は玉眼を嵌入せず、彫刻で表す。両肩口・両前膊・両袖口・右手首先で別材を矧ぐ（両袖口より先は後補）。
表面彩色は黄土色の錆漆の上に白土地、その上に彩色層を施す。肉身肉色とし、着衣の各所に切金文様を配す。主な彩色と文様を挙げると、朱地の半臂に切金で辻飾り入りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ななめごうし),斜格子)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かさねこうし),重格子)文を施す。縁は黒褐色地に金泥で唐草を描く。袍は緑地で、現状金泥で蓮池を描く丸文を散らすが、背面の黒変した円文の内側には八弁の花文を描いた痕跡が見られる。袴は白地に朱色で木瓜窠文を描く。縁は朱地に緑と金泥で草花文を描く。
●右脇侍・伝殖栗王像
髪を左右に振り分け、美豆良を結う。額に一条の皺を刻み、瞋目して目を見開き、釣り上げた目尻に皺を刻む。開口して上下歯を見せ、舌は彫出しない。両手は屈臂して胸前で持物（函、後補）を捧げ持つ。内衣・半臂・袍・袴・沓を着す。沓を履き、台座（後補）上に直立する。
頭体幹部は足先を除いて一材から彫出する。目は玉眼を嵌入せず、彫刻で表す。両肩口・両袖口・両足先で別材を矧ぐ（両袖口より先・両足先後補）。
表面彩色は黄土色の錆漆の上に白土地、その上に彩色層を施す。肉身肉色とし、着衣の各所に切金文様を配す。主な彩色と文様を挙げると、橙地の半臂に切り金で三重斜め格子文を施し、縁は朱地に赤、緑、橙などによる半截四弁花を上下交互に配する。袍は朱地に緑と金泥で桐文を描く。袴は白地に赤の木瓜窠文を散らし、縁は緑地とする。
○墨書銘について
三像の台座には墨書銘が記され、寛文５年（1665）に本体が修補され、台座が新調されたことが判明する。
●聖徳太子像台座裏
「河内野中寺／覺清／（印）本尊之臺／舜行／正恵／勝軍寺之」
●聖徳太子像台座側面
「寛文伍秊二月十五日」
●伝山背大兄王像台座裏
「上宮皇子御自作之／本尊并四天王脇士／窺冥旨奉修補／者焉／野中寺住僧覚清／同　舜行／渋川郡四条／定願寺正恵／為十方法界衆生六親／眷属釋尼妙雲菩提／寛文五年乙巳二月八日書／可起後世住僧興隆之志□」
●伝殖栗王像台座裏
「（梵字）阿弥陁佛（梵字か）／為奉禄聖徳／王子佛法弘通／王法鎮守恩也／（梵字）奉修補／覚清／賢覚／正慧／巳二月十五日」
◯制作年代について
　大聖勝軍寺像の構造は、いずれの像も目を彫眼とし、中尊が頭体幹部を一材から彫出して割矧ぎ、両脇侍は一木造とする。作風面においては、全体としてなだらかな衣文の表現や、落ち着きのある姿勢といった点が挙げられ、簡潔な構造と合わせて平安時代後期の彫刻に通じる特徴を示す。しかし、細部においては鎌倉時代の彫刻に通じる表現がみられる。本像中尊の頬の張ったふくよかな輪郭は、平安時代後期の作とされる兵庫県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かく),鶴)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りんじ),林寺)太子堂像に共通しているが、本像の目の見開きが強く、より締まりのある表情をしている点は鶴林寺像の穏やかな面貌表現と異なっており、時代の下降を示す。左右脇侍の二王子の丸い顔立ちや、動きが控えめな怒りの表現は平安時代後期に通じるが、頭部が大きく腰の位置が低いプロポーションや骨格を意識した肉取りが鎌倉時代の彫刻に認められる特色であるという指摘がある(註２)。
13世紀中に制作された基準作例と比較すると、寛元５年（1247）銘の埼玉県EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんしゅうじ),天洲寺)像のほか、近畿周辺では文永５年（1268）の奈良県元興寺像や弘安９年（1286）の藤井寺市道明寺像が挙げられる。これらの作例が動きのある深い衣文を表すのに対して、本像の袖や膝前の衣は静かに垂下し、穏やかで浅い衣文線を表すことから、制作年代はこれら作例より遡るものと判断できる。
　現状表面彩色に描かれる文様の表現は、金泥で描かれる部分などが総じて素朴であり、彫刻の作風検討で比定される制作年代より時代が下るとみられる。ただし、現状みられる文様には部分的に後世の手が加わっていることが確認されるため（註３）、本像制作当初の表面彩色との関係は明らかではない。文様の形状については、太子像の袍に見られるX字形文、横被の卍形文、袈裟上の三鈷杵や、伝山背大兄王像の袍に見られる蓮池文などが、平安時代の用例が少ないものであると指摘されている(註４)。よって、現状の文様が後補部を含め概ね制作当初の形状を引き継いでいるとした場合、これらの文様は本像が鎌倉時代以降に制作されたことを示す。
以上によって、本像は構造や作風に平安時代後期の特徴を示す、鎌倉時代前期の作であると結論付けられる。
○聖徳太子像の展開における本像の位置づけ
聖徳太子（574～622）は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うまやとのみこ),廐戸皇子)」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うまやとのとよとみみのみこ),廐戸豊聡耳皇子)」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうぐうとよとみみのたいし),上宮豊聡耳太子)」の名で早くは奈良時代・養老４年（720）撰の『日本書紀』にて言及される。府内においては８世紀中より四天王寺にて太子に対する信仰が隆盛した。12世紀半ばのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふじわらのよりなが),藤原頼長)の日記である『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいき),台記)』は同寺で太子の「童像」「聖霊像」を見たことを記しており、太子彫像の古例が存在したことが理解できる。
　現存する太子の早期の彫刻作例について概観すると、制作年代が平安時代に遡るものは古例から順に治暦５年(1069)造立の奈良県法隆寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),絵)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どの),殿)像、保安元年(1120)銘の京都府広隆寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうぐうおういん),上宮王院)像、保安２年（1121）の奈良県法隆寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうりょういん),聖霊院)像、そして平安時代後期の作とされる鶴林寺像の４作例が知られている。広隆寺上宮王院像が立像であるほかはいずれも坐像であり、このうち聖霊院像は４軀の侍者像を伴う五尊形式とし、鶴林寺像は二王子を伴う三尊形式とする。大聖勝軍寺像はその作風から、これらの作例に続いて制作されたものと考えられる。本像は現存する太子彫像のうち、立像としては広隆寺上宮王院像に次ぐ作例であり、また三尊形式の太子像としては鶴林寺像に次ぐ作例として位置づけられることから、これらの形式の太子彫像のきわめて古い例として評価できる。
二王子像の造像当初の尊名は不明であるが(註５)、その厳しい表情は保安２年の法隆寺聖霊院像の侍者像4驅のうちに見られることが指摘され(註６)、また鶴林寺像の二王子像にも共通している。同様の表現をみせる絵画作例としては、鎌倉時代の作とされるギメ美術館本（旧法隆寺椿蔵院蔵）が挙げられる。ギメ美術館本は画中に描かれる三尊全てにおいて、面貌表現や持物、服制などが大聖勝軍寺像と一致しており、大聖勝軍寺像の現状の図像が鎌倉時代にも存在したことを裏付けるものである。
　大聖勝軍寺の太子像は美豆良を結い、柄香炉を執る姿の立像で表される。こうした姿の立像は鎌倉時代中期以降の太子彫像の中心をなす形式となり(註７)、鎌倉時代後期からはこれを十六歳の太子を表した孝養像であると解釈する説がみえる（註８）。本像は両手先および持物の柄香炉が後補であることから、当初の姿は明らかではない。しかし、現状の姿が当初の図像を引き継いだものと考えれば、本像は孝養像として後世に一種の定型となる太子立像のうち、先駆的な作例として位置づけられる。

　以上の点から、本像は太子彫像の展開、とりわけそのうち孝養像を検討するうえで、立像であり、かつ孝養像の姿をあらわす古例として重要であると評価できる。
〇大聖勝軍寺との関係について
　大聖勝軍寺については、康正元年（1455）10月22日付けの「大聖勝軍寺略縁起」に寺の開創縁起を記すほか、その活動を記す史料に乏しい。鎌倉時代に遡る記述を概観すると、京都府醍醐寺に所蔵される鎌倉時代末期成立の「聖徳太子伝記」では「河内国神妙EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろのき),櫚木)ノ太子堂」といわれ、「律院」であるとするほか、本寺を指す複数の名称があったことを記している。京都府清水寺蔵の弘安元年（1278）９月20日付けの史料「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),持)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さい),斎)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねんぶつ),念仏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にんずう),人数)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくろく),目録)」では「河内国金光寺太子堂二百七十四人」とあり、「金光寺太子堂」と呼ばれる寺院が鎌倉時代中期にあったことがわかる(註９)。本史料はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どうご),導御)という律僧が融通念仏勧進を行ったことを記すものであり、河内国での融通念仏勧進の中心地が現八尾市および東大阪市域にあったことから、この「金光寺太子堂」が大聖勝軍寺を指すという指摘がある(註10)。
三尊の台座はいずれも後補であるが、台座裏にはそれぞれ墨書が記されており、本像と大聖勝軍寺の関係を明らかにするものである。墨書によれば、寛文5年（1665）に野中寺のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かくせい),覚清)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅん),舜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょう),行)、および定願寺のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうえ),正恵)（正慧）(註11)なる人物らの主導で、釈尼EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みょう),妙)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うん),雲)という人物の菩提を弔うために像の修補および台座の新調が実施された。これらの人物は同寺に所蔵される紙本著色聖徳太子絵伝（計４幅）の表具にも記されており、台座を補作した前年の寛文4年（1664）初夏に覚清を願主として同絵図を作成していることが理解できる。本像に記される墨書は、こうした河内地域における太子信仰を有する寺院の相互交流を示す資料として貴重である。
〇評価
　以上、大聖勝軍寺聖徳太子二王子像は構造と作風において平安後期の余風を示し、その制作年代は鎌倉時代前期に遡り得る優品として評価できる。美術史上においては鎌倉時代中期以降に主流となる、美豆良を結い、柄香炉を執る姿の、いわゆる孝養像系統の立像の古例として、また二王子を伴う孝養像の古例として、太子に関わる美術の展開を検討するうえで意義深い。地域史の面からは、台座に記される墨書によって、近世における河内の太子信仰を有する寺院の交流と活動を検討するうえで重要な資料として位置づけられる。保存環境についても、大聖勝軍寺の平和塔（多宝塔）厨子内に安置され、適切に管理されている。以上の理由により、本像は大阪府指定文化財としてふさわしい作品である。
［註］
(註１)各像の法量については以下の通り。
・聖徳太子像
像高95.0、髪際高 90.8、頂-顎　15.6、面長 12.0、面幅10.2、面奥　13.0、美豆良の張り　18.2、
胸奥(左)　25.1、腹奥　17.2、肘張　33.1、袖張　27.8、裾張　23.9、足先開(内)　4.7、足先開(外)　14.9
・伝山背大兄王像
像高63.7、髪際高 60.7（振り分け部の頂点）、頂-顎　11.9、面長 9.0、面幅8.3、面奥　10.9、
美豆良の張り　13.8、胸奥(左)　10.6、腹奥　12.5、肘張　21.3、袖張　20.9、裾張　15.8、
足先開(内)　2.8、足先開(外)　11.2
・伝殖栗王像
像高63.3、髪際高 60.9、頂-顎　11.4、面長 8.0、面幅7.5、面奥　10.0、美豆良の張り　11.5、胸奥(左)　9.7、腹奥　12.2、肘張　20.5、袖張　19.7、裾張　15.3、足先開(内)　2.2、足先開(外)　10.3
(註２) 藤岡穣「大聖勝軍寺　聖徳太子二王子像」解説『新版八尾市史　美術工芸編』、2022。
(註３) 後補部の一例として、二王子のうち伝山背大兄王像の袍に描かれる円文については、現状正面では内に金泥で蓮池を描くことに対して、背面の黒変部からは異なる文様（八弁の花文）の痕跡がみてとれる。
(註４) 註２、藤岡。
(註５)13世紀の法隆寺の学僧EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けん),顕)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),真)は『聖徳太子EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でん),伝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ここん),古今)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくろくしょう),目録抄)』で唐本御影を指して「左方山背大兄王右方植栗王此二人歟」と記しており、三尊像の太子の脇侍を山背大兄王と殖栗王とする説が遅くとも鎌倉時代には成立していたことが理解できる。また同史料では法隆寺聖霊院像を指して「太郎王山背大兄王」が「如意」、「二郎王殖栗王」が「念珠筥」を有することを記している。本像の二王子像の現状の持物はいずれも後補であるものの、こうした記述に見える対応関係と一致する。なお、本像の二王子像は衣文の表現や刻線など細部の特徴が異なっており、全体の作風や像高から一具として制作されたことは疑いないものの、異なる作者の手によって制作されたと考えられる。
(註６)佐々木守俊「法隆寺聖徳太子及び侍者坐像と像内納入品」『日本美術のつくられ方──佐藤康宏先生の退職によせて』、2020

(註７)藤岡穣「聖徳太子孝養像の成立と展開––彫像を中心に––」『四天王寺開創一四○○年記念出版　聖徳太子信仰の美術』、1996
(註８)柄香炉を執る像容に太子の年齢を当てはめた早期の記述としては、乾元２年（1303）造立の浄土寺像について嘉元４年(1306)の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうしょう),定證)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きしょうもん),起請文)」に「聖徳太子十六歳御鉢」と記す。文保元年(1317)頃の成立とされる『文保本太子伝』には、十六歳の太子を「十六歳御影、人奉名孝養御影」と記し、十六歳像をすなわち孝養像とする。橘寺のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほう),法)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くう),空)が鎌倉末期に撰述した『上宮太子拾遺記』第二所収の太子十六歳条では、太子の父である用明天皇の病に際して、太子が香炉を捧げた逸話が記され、「十六歳御影」がこの逸話に則した像容であるとする。

(註９)井上幸治「史料紹介 円覚上人導御の「持斎念仏人数目録」」『古文書研究』58、2004
(註10)『特別展 聖徳太子 伝説の中の八尾』八尾市立歴史民俗資料館、2006。また、これらの史料はいずれも大聖勝軍寺と律宗の関係を示唆するものである。八尾市内には文永６年（1269）頃より中世律宗の祖である叡尊により再興された教興寺が存在し、総じて鎌倉時代の八尾近辺では律宗が盛んに活動していたことが伺える。同時代の律宗については、叡尊らが四天王寺や叡福寺といった府域内の太子ゆかりの寺院と深い関わりを有し、太子信仰の担い手として機能したほか、13世紀中の紀年銘を有する複数の太子像の造立に関与したことが明らかにされている(瀬谷貴之「中世律宗の聖徳太子信仰とその造像––ハーバード美術館南無仏太子像を手がかりとして––」『ハーバード美術館　南無仏太子の研究』中央公論美術出版、2023)。本像が中世より大聖勝軍寺に存在したことを明記する史料は現在確認できていないが、制作当初より同寺に伝来したと想定した場合、河内地域における律宗の太子信仰に影響を与えたことが想定される。
(註11)伝山背大兄王像台座裏墨書に「渋川郡四条定願寺」とあることから、現大阪市生野区に所在する浄土真宗大谷派の小丘山定願寺を指すと理解できる。同寺所蔵の定願寺真宗関係史料のうち「定願寺記録」によれば、正恵は寛永15年（1638）の生まれで、同寺の第八代として知られる。
［参考文献］
吉田一彦「聖徳太子と聖徳太子信仰――信仰の表現」『同朋大学論叢』108号、2023
瀬谷貴之「中世律宗の聖徳太子信仰とその造像––ハーバード美術館南無仏太子像を手がかりとして––」『ハーバード美術館　南無仏太子の研究』中央公論美術出版、2023
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藤岡穣「聖徳太子像の成立 -行像と生身、そして迎接像への射程-」『東アジア仏像史論』、中央公論美術出版、2021
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＜大阪府指定文化財　記念物（史跡）＞
	名　称
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(きしわだ),岸和田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(はんしゅ),藩主)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(おかべけ),岡部家)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ぼしょ),墓所)

	所在地
	　岸和田市門前町二丁目354番1の一部

	所有者
	個人

	面　積
	2087.66㎡

	年　代
	江戸時代前期～明治時代初頭

	説　明

○概要
　岸和田藩主岡部家墓所は、岸和田市門前町二丁目に所在する。標高53m前後の細長い舌状の丘陵に立地し、東西をため池に囲まれているため南側の丘陵上部以外は開けている。岸和田城からは3.5km離れており、江戸時代には海岸と天守が眺望できたと推測される。
岸和田藩岡部家は、寛永17年（1640）に６万石で入封した岡部EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぶ),宣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かつ),勝)を初代とする。岡部家は13代にわたり明治２年（1869）の版籍奉還まで藩主を務めた。なお６代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ながすみ),長住)は８代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ながとも),長備)の後に、９代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ながちか),長慎)は11代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ながゆき),長發)の後に没している（図４）。
墓所は宣勝の隠居所を寺とした泉光寺（註１）に隣接し、歴代藩主の墓が築かれている。内５代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なが),長)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あきら),著)のみ元々十輪寺に葬られていた（註2）が、昭和45年（1970）に市道の拡幅に伴い墓所内に移築、再葬された。また、12代EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なが),長)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろ),寛)の墓は千葉県野田市海福寺に築かれているほか、東京（註3）と高野山（註4）にも岡部家の墓が所在する。「岸和田藩主岡部家累代の墓」として岸和田市の史跡に指定されている。
○墓所の特徴
藩主墓所の北側に隣接し家臣団墓所が所在している。藩主墓域と家臣団墓域は土塀によって区画されており、藩主墓域の北側に墓所築造時と同時期と考えられるものが現存している（註５）。発掘調査によりその西側の延長線上に土塀が確認され（註６）、藩主墓に近接して６代から8代墓を囲うように築造されていたことが分かった。また南側には近代以降に造られたものと考えられる塀があり、発掘調査によりその東側の延長線上に墓所築造時の土塀が確認された（註７）ことから、概ね同位置に塀が存在していたと想定できる。以上のことから藩主墓域は土塀に囲まれていたことが推測される（註８）。
藩主墓域の中には初代藩主岡部宣勝から11代藩主岡部長發までの墓と13代岡部EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なが),長)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もと),職)の墓の計12基が築かれている。南北約31m、東西約46mの範囲に、東側に初代から４代、北側に移築された５代と６代から８代、南側に９代から11代と13代の墓がコの字状に整然と（註９）配置されている。墓群の中央には通路があり、それぞれの墓を繋ぐように石が敷かれている。ただしこれらの敷石は近現代に整備されたことが調査で判明している（註10）。敷石の間には各墓の拝石が設置されている。
○各藩主墓の特徴
他所に築かれていた５代墓を除き（註11）、各藩主墓は概ね同じ様式を踏襲している。基壇は長方形で、高さは地表から約0.7mを測る。基壇上に石柵を設け、中央部分を開口してそこに石製の扉と階段を設ける。基壇内は床石を敷き、基壇上に一対の石灯篭と手水鉢を置く。基壇の中心に基台を積み、その中心に墓標としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はん),反)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げ),花)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざ),座)に乗る五輪塔を配置し、基台上に一対の花瓶を置く。基壇や五輪塔の高さはほぼ同じであり、規格が統一されていたと考えられる。一方で、基壇、五輪塔、石灯篭の形態に細かな差異が見られる。
基壇は外側に石を２段積んだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けん),間)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),知)積みで、基壇の背面や側面に排水溝が設けられている（註12）。石の積み方が墓によって異なり、初代墓は亀甲積み風であるが、２代墓以降は正面が布積み風である。ただし２代墓から４代墓までは側面の布積み石の目地が揃っておらず、６代墓以降は目地の揃った布積みとなる。床石は方形の石板を使用している。墓により床石の形状が正方形から長方形に変化し、配列も規則的になっていく。６代墓で床石の形状と配列は規則的となる（註13）。基壇は墓域造成時の整地土の上から掘りこんだ土坑内に設置しており、基底は基本的に地山上に設置されるが、２代墓と６代墓は地盤強化のための礫を基壇下に入れる。また基壇を設置したのち、土を積んで整地を行っているようである（註14）。
五輪塔はほぼ同大、同形で共通のプロポーションを持つ。ただし細部を見ると空輪と火輪の形状がわずかに違う。空輪は円錐状から円柱状へと変化し（註15）、火輪は円弧が緩くなる（註16）。また基台は初代墓と２代墓が細長い直方体を４石組み合わせるのに対し、３代墓以降は２個の直方体の石のみで構成されている。石材は花崗岩を使用しており、肉眼観察の結果ではあるが初代のみやや赤みを帯びた石材を使用している。
石灯篭もほぼ同大、同形で共通のプロポーションを持つ。ただし細部を見るとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うけ),請)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばな),花)の厚さや宝珠の形状にわずかな差異がある（註17）。また設置の仕方が大きく異なり、時代を経るにつれて基礎を基壇中に埋め込み、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かえり),返)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばな),花)の彫刻部分のみが見えるような配置に変化する（註18）。
○評価
一般的に江戸で没した藩主は江戸に葬り、国許で没した藩主のみ国許で墓を造るという事例が多い（註19）が、岡部家は、12代を除いて江戸で没した藩主の墓も国許に築き、5代を除いて泉光寺の墓域に築いている。これは畿内や岸和田藩周辺に所在する大名墓と比較しても数少ない事例である（註20）。また、府内の城主格の大名墓としても、唯一の事例である（別表1）。

墓の形態については、間知積み基壇に石柵を廻らせ、基台上に墓標を置き、花瓶や石灯篭を持つという形をとる。大名墓の上部構造については石柵、基壇や花瓶等の荘厳具を配置するという様式が17世紀中葉から後半にかけて全国的に画一化されるとされている（註21）。初代の没年が17世紀後半にあたることから、全国的に様式が統一されていく中で作られた、近世の大名墓の典型的な形態を示したものであるといえる。

また、藩主墓域を取り囲むように土塀を配置し、家臣団墓域と明確に区画していることから、家臣団と土地を同じくしながらも、藩主墓のみの空間として整備する意識があったと考えられる。藩主墓域内では、墓の基壇正面が初代墓から４代墓、６代墓から８代墓、９代墓から13代墓がそれぞれ揃えられていること、また強い規格性がある墓の構造より、計画的に墓所を造営していたとみられる。
上述の特徴より、岸和田藩主岡部家墓所は府内のみならず、畿内の近世大名墓を代表する事例であり、造墓の様相がうかがえる重要な資料であることから、大阪府指定としてふさわしい。
（註１）泉光寺は、元々岡部宣勝が藩主を退いた後の隠居所であった。寛文８年（1668）に宣勝が死去した際に、宣勝の遺言により隠居所が泉光寺とされ、岡部家の菩提寺となった。初代から13代までの肖像画や位牌が収められている。
（註２）十輪寺は岸和田市野田町に所在する。5代長著が浦田村（貝塚市）にあった地蔵堂を岸和田村に移し、十輪寺の基とした。移設の際に地下構造が判明しており、骨壺や墓誌が出土している。墓誌には「公柩抵泉以廿九日火葬於城東十輪寺盍　公之遺命也」という記載があり、5代は江戸で没したものの、遺言により棺を岸和田まで運び、十輪寺で火葬されたことが分かる。
（註３）東京都新宿区の済松寺に江戸で没した6代、8代、9代の墓や妻子の墓が造営されている。藩主の墓標は五輪塔である。済松寺と泉光寺の五輪塔の高さはほぼ同じであるが、基壇の高さを含めると泉光寺の方が高くなる。他の大名墓の事例から考えると、6代、8代、9代は江戸に埋葬され、国許の墓は遺髪等を入れた供養墓である可能性が高い（関根2019）。また、13代長職の墓が東京都港区の青山共同墓地にある。
（註４）高野山奥の院に岡部家の墓所が2箇所造営されている。中の橋付近に所在する墓所には、初代の父母及び2代行隆と銘文が判読できない1基の計4基の五輪塔が建てられている。
（註５）岸和田市教育委員会2015
（註６）岸和田市教育委員会2015
（註７）岸和田市教育委員会2014
（註８）東側は現代の道路があり、土塀の状況は不明である。西側は現在の土地利用を踏まえ、近代以降の土塀の西端及び門がある位置までが藩主墓の領域であったと想定している。

（註９）初代墓から４代墓はそれぞれ約0.8m、6代墓から13代墓は約0.6m間隔で並べられている。
（註10）岸和田市教育委員会2013
（註11）５代墓の五輪塔は40㎝ほど低く、石柵の幅は50㎝ほど狭くなっており、面積も小さくなっている。また石扉の意匠も変化している。
（註12）初代墓及び２代墓は基壇背面にそれぞれ１本の溝が彫られている。その後溝の本数は異なるが、左右両側面にも溝が彫られるようになる。
（註13）初代墓及び２代墓はほぼ正方形に近い石板を使用し、規則的に配列している。３代墓及び４代墓はほぼ正方形に近い石板を使用するが、一部に正方形を２倍から３倍にした程度のほぼ長方形の石板を使用する。６代墓はほぼ長方形の石板を規則的に配列している。７代墓はほぼ正方形に近い石板を使用するが、４代墓に比べてほぼ長方形の石板の使用割合が増える。８代墓はほぼ長方形の石板を大部分で使用するが、配列に規則性が乏しい。９代墓以降は長方形の石板を規則的に配列している。
（註14）岸和田市教育委員会2014・2015
（註15）初代墓の空輪は円錐形状の突起を持つが、代を下るにつれて円錐が細くなり４代墓の頃には円柱形状となる。また７代墓以降は突起部の長さが少しずつ短くなる。
（註16）火輪は初代墓と２代墓が高さ60cm、幅95cmで円弧がきついが、３代墓以降は高さ55cm、幅100cmで円弧が緩い。
（註17）宝珠を乗せる請花が、初代墓と２代墓は厚さ約15cmだが、３代墓以降は厚さ約10cmとなる。また、9代、11代、13代の墓では宝珠が球形から少し潰れた球形に変化している。
（註18）初代墓及び２代墓は床石の上に設置されている。これに対し３代墓及び４代墓は石灯篭の基礎を半分ほど床石より埋め込んでいる。この影響で基礎周辺の床石配置が乱れている。６代墓以降は基礎がほぼ埋まり、返花の彫刻だけが露出している。基礎周辺の床石の配列は７代墓がほぼ左右対称となり、６代墓と８代墓以降は規則的となる。
（註19）松原2018
（註20）畿内及び岸和田藩周辺に所在する大名墓を確認すると（松原2018）、江戸時代を通じて墓所が築かれているのは以下の通りである。なお国許に墓が作られていない場合は江戸に墓を築いている事例がほとんどである。
摂津国三田藩九鬼家墓所（初～5、8～14代）。河内国丹南藩高木家墓所（初、2、4～10、12代）。紀伊国和歌山藩徳川家墓所（初～4、6～12、14代）、丹波国山家藩谷家墓所（2～4、8～13代）、園部藩小出家墓所（初～9代）、柏原藩織田家墓所（4～13代）、播磨国明石藩松平家墓所（初、2、4、6～8代）。
（註21）松原2012
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（別表1）府内大名墓一覧
藩

藩主姓
大名

家格

石高

寺院
市町村

○代

墓標
石柵など

岸和田

岡部
譜代大名

城主

6万石

泉光寺

岸和田市

初代～11代、
13代

五輪塔

石柵、基壇、灯篭、
花瓶

伯太

渡邉
譜代大名

陣屋

13500石
南溟寺

泉大津市

初代～9代

自然石

なし

麻田

青木
外様大名

陣屋

1万石

仏日寺

池田市

初代～4代

無縫塔

なし

丹南

高木
譜代大名

陣屋

１万石

来迎寺

松原市

初代、11代

五輪塔

なし

叡福寺

太子町

初代、2代、
4～10代、12代

五輪塔

なし

狭山

北条
譜代大名

陣屋

１万石

専念寺

大阪市
中央区

初代

石碑

石柵、基壇、灯篭

法雲寺

堺市
美原区

12代

五輪塔

石柵、灯篭、花瓶
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